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確かな学力を育む学習指導の在り方

～活用する力を育む算数・数学科の授業づくりを通して～
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Ⅰ 研究主題

確かな学力を育む学習指導の在り方

～活用する力を育む算数・数学科の授業づくりを通して～

Ⅱ 主題設定の理由

児童生徒が自己実現を図り、生涯にわたって学び続けていくためには、確かな学力の育成が不

可欠である。「知識基盤社会」といわれる現代社会においては、知識・技能を習得するだけでな

く、その知識・技能を活用して日常生活に役立つ思考力・判断力・表現力等を育成することが重

要である。改正された学校教育法において学力の３つの要素が示されたことにより、学校教育に

おいて「知識及び技能の習得」「思考力、判断力、表現力その他の能力」「主体的に学習に取り

組む態度」を養うことが周知され、学校ではその指導の工夫・改善が求められている。

また、近年の国際学力調査（PISA、TIMSS）や全国学力・学習状況調査において、日本の児

童生徒は基礎的・基本的な知識・技能に関する結果はよいが、それを日常生活や発展的な学習等

に活用する力が十分に育っていないことが指摘されている。そこで、県内の状況をみると平成２２

年度全国学力・学習状況調査では、中学校では全国平均を概ね上回っている結果が出ている。一

方、小学校では一昨年度までとほぼ同様の傾向で、国語、算数ともに知識に関するＡ問題は全国

平均を上回っているが、活用に関するＢ問題については全国平均を下回っているという結果が出て

いる。

こうした状況を踏まえ、第二次宮崎県教育振興基本計画（平成２３年７月策定）においても、

施策の目標として「生きる基盤を育む教育の推進」が示され、そのための施策として確かな学力

を育む教育を推進することが明確に示されている。それは、本県学校教育の現状を振り返ったと

き、確かな学力を育むために、身に付けた知識・技能を基に、自ら考え、判断し、表現しながら

課題を解決する力、つまり、活用する力を高める指導の充実が課題となっているからである。

このことを踏まえて、研究員在籍校における学習指導の状況を振り返ると、次のような課題が

浮かび上がってきた。

○ 「知識・技能を事前に習得させないと、活用させることはできない」という教師の思いが

強く、習得の指導を重視する傾向がある。

○ 活用を重視した授業実践が少なく、どのようにすれば児童生徒に活用する力が付く授業に

なるのかを模索している段階である。

上記の課題を解決するために、教科指導の中で習得した知識・技能を活用する場面を設定した

り、活用することのよさを実感させたりすることが大事であると考える。このような教科指導の

研究によって児童生徒が学習意欲を高め、基礎的・基本的な知識・技能を習得し、それを活用し

て課題解決のための思考力・判断力・表現力等が高まることになれば、それは学習指導要領の基

本理念である「生きる力」の１つである、確かな学力を育むことにもつながると考える。

また、活用する力を育むためには、児童生徒同士が学び合い磨き合う力を高めることが授業づ

くりの基盤にあると考える。

活用する力を育む授業づくりについての理論を構築し、実践的な研究を通して明らかになる成

果と課題を各学校に広めていくことは、第二次宮崎県教育振興基本計画のスローガンである「未

来を切り拓く心豊かでたくましい宮崎の人づくり」の具現化に向けた本県の教育課題の解決に寄

与できると考え、本主題を設定した。
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Ⅲ 研究目標

算数・数学科における活用する力を育むために、理論や授業モデルを構築することによって、

確かな学力を育む学習指導の在り方を究明する。

Ⅳ 研究仮説

確かな学力を育む授業モデルを構築し、児童生徒同士の学び合い磨き合う学習を大切にしなが

ら、習得した知識・技能を活用するよさを実感させる授業を行えば、児童生徒の活用する力が高ま

るであろう。

Ⅴ 研究構想

確かな学力を育む授業モデルを構築し、児童生徒同士の学び合い磨き合う学
習を大切にしながら、習得した知識・技能を活用するよさを実感させる授業を行え
ば、児童生徒の活用する力が高まるであろう。。

活用する力を育む授業づくりの基本的な考え方

○ 算数・数学科の楽しさを実感し、数学的な思考や表現ができる
児童生徒
○ 今までの学習が役立つことを実感し、自ら進んで習得した知識・
技能を活用しようとする児童生徒

確かな学力の育成

確かな学力を育む授業モデルの構築

① 指導計画の工夫

② 活用する力を育む問題
の工夫

③ 算数・数学的活動の充実

④ 学習評価の工夫

「確かな学力を育む学習指導の在り方」
～活用する力を育む算数・数学科の授業づくりを通して～

研究主題

研究仮説

研究内容

目指す児童生徒像
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Ⅵ 研究経過

月 研 究 内 容 備 考

○ 研究主題・副題の検討・設定（研究テーマの検討）

○ 研究の目標、仮説、内容及び計画の検討・設定

○ 研究全体構想の検討・設定（研究員在籍校の現状と課題）

○ 理論研究の推進（国や県の現状と課題）

○ 研究全体構想の再検討（研究内容の見直し・整理）

○ 理論研究の推進（学習指導要領等の分析）

○ 検証授業Ⅰの構想（指導案検討）

○ 検証授業Ⅰの事前準備（教材資料等の作成）

○ 理論研究の推進（文献研究）

○ 研究内容の具現化（指導計画の工夫についての検討・整理）

○ 検証授業Ⅰの実施（備考参照） 授業研究（７月７日）

○ 検証授業Ⅰの分析・反省（事後研究会、アンケート分析） 三股町立三股中学校

７ ○ 理論研究の推進（文献研究） 指導者 大隈 岳至

○ 研究内容の具現化（算数・数学的活動の充実についての検 単元名 平方根

討・整理）

○ 検証授業Ⅱの構想（指導案検討） 中間発表会（８月２５日）

○ 検証授業Ⅱの事前準備（教材資料等の作成）

８ ○ 理論研究の推進（文献研究）

○ 研究内容の具現化（学習評価の工夫についての検討・整理）

○ 中間発表会

○ 検証授業Ⅱの実施（備考参照） 授業研究（９月１３日）

○ 検証授業Ⅱの分析・反省（事後研究会、アンケート分析） 延岡市立南小学校

９ ○ 理論研究の推進（文献研究） 指導者 海老原 学

○ 研究内容の具現化（活用する力を育む問題の工夫について 単元名 速さ

の検討・整理）

10 ○ 研究のまとめ（研究実践の整理、成果と課題の整理）

○ 研究のまとめ（研究員研究報告書の作成） 研究状況説明会

○ 研究状況説明会 （１１月１０日）

12 ○ 研究のまとめ（研究員研究報告書及び県教連報告書の作成）

○ 研究のまとめ（研究員研究報告書及び県教連報告書の作成）

（発表原稿及びプレゼン資料の作成）

○ 研究のまとめ（研究員研究報告書の作成及び印刷、製本） 県教連研究発表大会

○ 県教連研究発表大会 （２月１０日）

○ 研究のまとめ（Webページ PDF作成、研究のまとめと反省） 研究員研究発表会

○ 研究員研究発表会 （３月１２日）

４

６

１

３

５

11

２
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Ⅶ 研究の実際

１ 活用する力を育む授業づくりの基本的な考え方

(1) 学習指導要領における算数・数学科の基本方針
新学習指導要領の改訂に当たり、算数・数学科においては５つの基本方針が示された。こ

の要点を簡潔にまとめると次のとおりである。

① 算数・数学科では「基礎的・基本的な知識・技能」「数学的な思考力・表現力」「学

ぶ意欲」の３つを身に付けさせる。

② 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るため、反復（スパイラル）による教

育課程を編成できる。

③ 数学的な思考力・表現力を育成するために、自分の考えを分かりやすく説明したり、

互いに自分の考えを表現し伝え合ったりする等の指導を充実させる。

④ 算数・数学を学ぶ意欲を高めたり、学ぶことの意義や有用性を実感したりできるよう

にする。

⑤ 算数・数学的活動を生かした指導を一層充実させる。

本研究を進めるに当たっては、上記の考え方を重視した。算数・数学科は指導内容の系統

性が明確であるので、教科指導においては、児童生徒が主体的に学び、既習事項を活用しな

がら新しく知識・技能を習得したり、数学的な考え方を育んだりすることを大切にしたいと

考えた。つまり、教師主導の「伝達型」から、教師と児童生徒が一緒になって「創造型」の

授業づくりをしなければならないということである。その際、「活用」というキーワードが

重要になってくる。算数・数学科では、問題解決のために習得した知識・技能をいかに活用

できるかが強く求められている。

そこで本研究では、活用する力を育むことによって学習指導要領の基本理念である生きる

力の１つの要素「確かな学力」の育成を目指すことにした。なお、確かな学力とは、「知識・技

能」「思考力・判断力・表現力」「主体的な学習意欲」の３つのことである。

(2) 活用する力を育む学習活動の在り方
新学習指導要領では、「習得・活用・探究」という３つの学習活動の考え方が示された。

本研究では、これらの学習活動を次のように定義した。

習得・・・基礎的・基本的な知識・技能を身に付けること。

活用・・・習得の中で身に付けた知識・技能を問題解決の中で有効に使っていくこと。

探究・・・自分で課題を見付け，習得した基礎的・基本的な知識・技能を活用して、自ら学

び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力を

身に付けること。

探究は総合的な学習の時間を中心とした学習活動であり、教科指導の中ではあまり見られ

ないと考え、本研究では主に習得と活用に焦点化した授業づくりを行うこととした。その基

本的な考え方は次のとおりである。

習得及び活用の学習活動の在り方

○ 習得及び活用の学習活動によって、児童生徒に「基礎的・基本的な知識・技能」と「思

考力・判断力・表現力」を身に付けさせる。

○ 習得及び活用の学習活動は相互に関連し合っており、明確に分類されるものではない。

○ 習得→活用のように１つの方向に進むだけではない。１単位時間または１単元または単

元をまたぐ学習指導において、習得と活用の学習活動は混在する。

○ 習得及び活用の学習活動の基盤となるのは、言語活動の充実である。
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(3) 活用する力について

活用する力とは、「身に付けた知識・技能を基に、自ら考え、判断し、表現しながら課題を解決

する力」である。これを受けて本研究では、副題にある「活用する力」を能力面と意欲面の２つの

視点でとらえ、次のように定義した。

○ 問題解決のために、習得した知識・技能を活用できる力 →『思考力、判断力、表現力』

○ 問題解決のために、習得した知識・技能を活用しようとする力 →『学習力』

特に、算数・数学科の学習指導で育みたい活用する力の具体例は次のようにとらえている。

○ 根拠を明らかにして筋道を立てて考えることができる力

○ 言葉や数、式、図、表、グラフなどを適切に用いて問題を解決したり、自分の考えを分かり

やすく説明したり、互いに自分の考えを伝え合ったりできる力

○ 学習し身に付けたものを、日常生活やより進んだ算数・数学の学習に使える力

(4) 活用する力を育む授業について

活用する力を育む授業とは、『習得した知識・技能を「活用するよさ」を意識して有効に使ってい

く問題解決的な学習の授業』と定義づけた。なお、活用するよさとは、算数・数学の学習で身に付

けた知識・技能や数学的な考え方が日常生活やより進んだ算数・数学の学習場面で役立つことと考

えた。そして、活用する力を育む算数・数学科の授業とは、具体的に次のような活動が含まれる授

業であると考えた。

・ 算数・数学的活動（作業的・体験的な活動）で感じたことを発表したり、伝え合ったりする。

・ 学習して分かったことを書いたり話したりして相手に伝える。

・ 帰納的・類推的・演繹的に考えて、問題の解き方を説明する。

・ 友達の考えを聞いて、その正否を判断して、その理由を書いたり話したりする。

・ 問題に対して解き方の予想を立てたり、授業の終わりに本時を振り返って今日の学習で学ん

だことを書いたりする。

・ 問題の解決に向けて、ペアや集団の中で自分の考えを伝え合って討論する。

・ 自分の考えを書いたり話したりして伝えるときは、言葉や数、式、図、表、グラフなどを用

いている。

・ 習得した知識・技能や数学的な考え方を生かして本時の問題を解いている。

・ 教科書の問題を中心としながら、日常生活に関連した問題や発展的な問題など、活用する力

を問う問題も解いている。

・ 学習したことがどんな場面で役立つかを教師が児童生徒に具体的に話し、児童生徒がそのよ

さを実感できている。

(5) 児童生徒に身に付けさせたい力について

活用する力を育むためには、個としての学びだけでなく、他者との学びの場が必要であり、児童

生徒同士が学び合い磨き合う力を高める視点も大事であると考える。そこで、この力を『関係力』

として定義することにした。つまり、活用する力を育む授業づくりを通して「活用する力（思考力、

判断力、表現力、学習力）」と「学び合い磨き合う力（関係力）」という５つの力を児童生徒に身に

付けさせることを重視した。なお、５つの力に含まれてはいないが、基礎的・基本的な知識・技能

の定着は必須である。本研究では活用する力を育むことにより、５つの力だけでなく、基礎的・基

本的な知識・技能の習得が促進されると考えた。
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思考力：言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて数学的に考えることができる力

判断力：どんな既習事項が使えるのか、自分や友達の思考過程や導いた答えが正しいのかを判断

できる力

表現力：思考・判断したことを言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて書いたり、話したり

して説明できる力

学習力：算数・数学科の楽しさや活用のよさを実感し、進んで学習に取り組んだり、生活に生か

そうとしたりする心情や態度

関係力：友達との話合いを基に友達の考えのよさを取り入れたり、考えの違いを指摘し合ったり

して、よりよい解決方法を見つけ出そうとする心情や態度

※ 「学習力」「関係力」については、研究員で設定した用語である。

(6) 算数・数学科の授業づくりについて

算数・数学科においては、教科の目標にある

ように算数・数学的活動を通して「基礎的・基

本的な知識・技能の習得」「数学的な思考力・表

現力の育成」「学習したことを進んで活用しよう

とする態度の育成」を目指した授業づくりを行

わなければならない。そこで、右のようなイメ

ージ図を作成して、本研究の考え方を構造化し

た。（資料①）

算数・数学的活動の中で、互いの考えを伝え

合う活動を取り入れると、児童生徒同士の望ま

しい人間関係が醸成されるのではないかと考え

た。その関係力を土台にして、習得と活用の学

習活動のバランスをとりながら、知識・技能の

活用ができるような授業づくりを行う。そこで、

習得と活用の学習活動が車の両輪のようにお互

いに結び付くためには、学習力が不可欠であり、

この学習サイクルによって基礎的・基本的な知

識・技能や思考力・判断力・表現力が身に付き、

最終的に確かな学力が育まれると考えた。

このような授業を通して、児童生徒に算数・数学 【資料①：本研究のイメージ図】

で学習したことを活用するよさを感じさせ、事象

を数学的にとらえ、問題解決に向けて筋道立てて論理的に考え、それを数学的な表現で説明する力

を身に付けさせたい。また、算数・数学を学習することの意義や有用性を感じさせ、より進んだ算

数・数学の授業や日常生活の場面において習得した知識・技能を活用できる力を育てたい。

そこで、確かな学力を高めるためには、「算数・数学的活動」そのものの研究だけでなく算数・

数学的活動の充実を支えるために、「指導計画の工夫」「活用する力を育む問題の工夫」「学習評価

の工夫」も必要不可欠の要素ととらえ、研究で明らかにすることにした。

目的地：確かな学力へ

望ましい人間関係づくり（関係力）

習得 活用

知識・技能の習得

バランス

基礎的・基本的な知識・技能
数学的な考え方（思考力・判断力・表現力）

学習力

学習力

知識・技能の活用
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２ 活用する力を育むための手立て

(1) 指導計画の工夫

ア 単元計画の見直し

活用する力を育むためには、単元計画に活用を重視した時間と習得を重視した時間、活

用と習得のバランスを重視した時間を計画的に位置付けていくことが重要である。特に、

活用を重視した授業を計画的に行うことで、児童生徒の活用する力を育むことができると

考える。そこで、活用を重視した時間を設けるため、次のような工夫を行った。（資料②）

(ｱ) 単元の配当時間は変更せず、活用する力を育む視点から教科書の問題を見直す。

(ｲ) 単元の配当時間は変更せず、指導内容を精選する。

(ｳ) 単元の配当時間に特設の時間を加算する。

イ 単元計画案の作成

単元計画案を単元と内容の系統を

考慮し、作成することで、１単位時

間ごとに活用と習得のそれぞれを重

視する時間や活用と習得のバランス

を重視する時間を計画的に位置付け

ていくことができると考えた。さら

に、指導内容を精選して、活用を重

視した時間を計画的に位置付けるこ

とで、児童生徒に活用する力を育む

ことができると考えた。また、この

単元計画案を基に、勤務校の担当職

員で共通理解を図り、活用する力を

育むための授業を共通実践できると

考えた。（資料③）

【資料②：単元計画の見直し】

【資料③：単元計画案の一例】

『活』・『習』・ 『バ』の記入

学習活動の記入 指導上の留意点の記入

例：学習したことを日常生活に生
かそうとする態度を育てる。
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ウ １単位時間の学習指導過程の構成

学習指導過程を６つの段階（資

料④）に分けることで、各段階の

ねらいを明確にし、教師が活用と

習得の場面を意識して授業を行う

ことができると考えた。また、学

習形態を意図的に工夫し、個では

じっくり考えさせ、ペア・グルー

プでは自分の考えを説明したり、

相手の考えを自分の言葉で説明し

たりするなど、算数・数学的活動

を充実させることで、児童生徒は、

数学的な考え方をもち、思考を広

げていくことができると考えた。

そこで、自分の考えを判断したり、表現したりすることで、学び合う活動につながり、

５つの力を高めていくことができると考えた。

活用する力を育む授業を行うためには、各段階において「児童生徒の活用しようとする

意識」が大切である。その内容に沿って授業を構築していくことで、活用する力を育む授

業の流れがつかみやすくなる。そこで、資料⑤に各段階における指導例と児童生徒の活用

しようとする意識、そして、類型を記述した。

【資料④：１単位時間の学習指導過程の構成】

【資料⑤：段階のとらえと主な学習活動】
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エ 指導計画の作成手順

単元計画と１単位時間の指導計画を作成していく際に、どのような手順で行っていけば

よいかを図に表した。（資料⑥）（資料⑦）このような手順で行うことで実践へ向けての

計画が立てやすくなる。単元計画と１単位時間の授業の指導計画をしっかり立て、授業を

行うことで児童生徒の５つの力を高めていくことができると考えた。

〈実態把握〉

児童生徒の実態を把握し、

学習力や関係力が考慮できる

ようにしていくことが大切で

ある。

〈重要事項〉

児童生徒に身に付けさせた

い力は何かを考え、確認して

いくことが最も重要である。

〈留意点の記入〉

算数・数学科の特性を考慮

し、どの時間にどのような授

業スタイルを行うかをしっか

り決めていかないければなら

ない。

【資料⑥：単元計画作成手順例】

【資料⑦：１単位時間の指導計画作成手順例】

〈学習指導過程の組立における留意点〉

○ 各段階における時間の目安

・ 気づく （５分）

・ つかむ （５分）

・ 見通す （３分）

・ 解決する （１２分）

・ 深める （１５分）

・ 広げる （小学校５分）

（中学校１０分）

○ 授業イメージを明確にもつ。

・ 個でしっかり考える時間

・ 集団でお互いに学び合う時間

・ まとめを聞き、再確認する時間

・ 確かめたり、類似問題を解いたり

して、より理解を高める時間
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(2) 活用する力を育む問題の工夫

活用する力を育むためには、習得した知識・技能を活用する問題を指導計画の中に位置付けて、

授業を展開することが必要であると考える。そして、活用する力を育む問題を次のように作成し

た。

ア 活用する力を育む問題の基本的な考え方

活用する力を育む問題とは、習得した知識・技能を活用して、思考力、判断力、表現力等を

育むことを目的とした問題であり、必要な情報を取り出したり、根拠をもって考えたり、自分

の考えを説明したりする等の言語活動に取り組めるような内容と考える。

イ 活用する力を育む問題の作成

問題の作成に当たっては、学習指導要領や全国学力・学習状調査Ｂ問題作成の４観点を基に、

教科書の問題を活用したり、日常生活に関連した問題を作成したりして授業を展開していくこ

とが重要であると考える。全国学力・学習状況調査Ｂ問題作成の４観点は次のように設定され

ている。

【全国学力・学習状況調査Ｂ問題作成の４観点】

観点１ 観点２ 観点３ 観点４

物事を数・量・図 与えられた情報を 筋道を立てて考え 事象を数学的に解

形などに着目して観 分類整理したり必要 たり振り返って考え 釈したり自分の考え

察し的確にとらえる なものを適切に選択 たりすること を数学的に表現した

こと したりすること りすること

(ｱ) 教科書の問題の活用

教科書の問題を実物を用いたり図形に着目させたりして、児童生徒の活用する力を育む視

点から見直し、授業を展開していくことが重要であると考える。

(ｲ) 日常生活に関連した問題の作成及び活用

日常生活に関連した問題を新たに作成し、指導計画の中に位置付けていくことも活用する

力を育む上で重要であると考える。そうすることで、児童生徒の学習力を高めるとともに、

活用することのよさを実感させることができると考える。また、問題を作成するばかりでな

く、加えて、次のように出題の趣旨や各設問の趣旨、正答と解説、授業例等を作成し、意図

的・計画的に授業を展開していくことも重要であると考える。

ａ 日常生活に関連した問題

問題の作成に当たっては、

児童生徒の実態を基に、日常

生活に関連をもたせた内容に

設定し、興味・関心や意欲を

高めていく必要があると考え

る。（資料⑧）

ｂ 出題の趣旨 【資料⑧：トンネルを抜ける時間を求める問題】

それぞれの問題を通して身に付けさせたい力やその意義、既習の単元との系統性、全国

学力・学習状況調査Ｂ問題作成の４観点との関連を示す。

ｃ 各設問の趣旨

資料⑨のように各設問についての出題の趣旨を記述するとともに、新学習指導要領にお

ける領域や内容及び出題のねらい、評価の観点を記述する。
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ｄ 正答と解説

資料⑩のように各問題の代表的な正答例について記述するとともに、問題の代表的な解き方や

別解、正答の条件等を記述する。

ｅ 授業例

日常生活に基づいた問題を用いて授業を行う際の授業例を作成した。個で考えたことをペアで

伝え合ったり、グループで発表したりする言語活動を含んだ構成にした。検証授業Ⅱでは資料⑪

のような授業例を作成し、それを基に授業を行う。

ｆ 解答類型と反応

資料⑫のように実際に授業を行った後、児童生徒の解答を類型化し、児童生徒がどのように問

題を解き、つまずいている部分等を把握するために作成する。正答率や児童生徒の感想を記述し

今後の指導改善に役立てる。

【資料⑪：授業例】

【資料⑨：各設問の趣旨】 【資料⑩：正答と解説】

【資料⑫：解答類型と反応】
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(3) 算数・数学的活動の充実

ア 算数・数学的活動のとらえ方

活用する力を育むためには、児童生徒が問題を解決する中で、解き方を考えたり友達と学び

合ったりする活動等の算数・数学的活動を充実させることが大切であると考える。教科の目標

の文頭には「算数・数学的活動を通して」とあり、この部分が目標の全体にかかっている。つ

まり、授業づくりを研究する上で、算数・数学的活動の充実を目指すことは重要であるといえる。こ

の活動が充実した問題解決的な学習を行うことで、「基礎的・基本的な知識・技能の習得」と、そ

れを活用して育みたい「思考力、判断力、表現力」が高まると考えた。また、この活動の楽し

さによって「学習力」や「関係力」も高まり、算数、数学を学ぶ楽しさや意義などを実感させ

ることができると考えた。

そこで、本研究では算数・数学的活動について次のようにとらえることにした。

(ｱ) 算数・数学的活動の分類

算数・数学的活動は、大きく次の２種類に分けられる。なお、言語活動は、算数・数学的

活動に含まれている。

【外的な活動】具体物や身体等を用いた作業的・体験的な活動

【内的な活動】発展的・応用的に考えたりする活動や、表現したり説明したりする活動

学習指導要領には、算数・数学的活動が例示されている。例示に基づいて指導したり、類

似した活動を設定したり、例示されていない活動についても工夫して取り入れたりすること

が望まれる。例示されている算数・数学的活動を内容によって分類して、次のようにまとめ

た。

Ａ 具体物を用いて数量や図形についての意味を理解する活動

試行錯誤の中で理解する活動

Ｂ 習得した知識・技能を日常生活場面や新たな学習場面で活用する活動

Ｃ 問題解決の見通しを考え説明する活動

問題解決の際に、筋道を立てて考え、自分の考えを相手に分かりやすく説明する活動

Ａは具体的に操作するような外的な活動、Ｂ・Ｃは思考、判断、表現するような内的な活

動と言い換えることもできる。内的な活動を充実させるために外的な活動は欠かせない。こ

の２つの活動を別物ととらえるのではなく、１単位時間または１単元の指導計画の中で相互

に関連付けていくことが重要であると考えた。なお、検証授業においては、活用する力を育

む授業づくりを行うため、Ｂ・Ｃのような内的な活動の在り方を重視することにした。

(ｲ) 算数・数学的活動を充実させるポイント

活用する力を育む授業づくりにおいて大切なポイントを次のように考えた。

○ 児童生徒が学習することへの必要感に迫られたり、知的好奇心を揺さぶられたりして、

習得した知識・技能を活用したいと思う場面を、教師が学習指導過程に組み込むこと。

○ 外的な活動を大事にしながらも、中心は内的な活動の充実を図ること。

○ 思考、判断と表現は表裏一体なので、授業では思考・判断したものを可視化し、それ

を基に表現させる場を大切に扱うこと。

○ 自分の考えをもたせた上で、みんなで考える学習活動を大切にすること。
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(ｳ) 算数・数学科における言語活動

活用する力を育む授業づくりにおいて一番重要なことは、次のとおりである。

言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて考えたり、説明したり、互いに自分の考えを表

現し伝え合ったりするなどの学習活動。

これは、言語活動そのものである。そこで、算数・数学科の指導において大切にしたい言語活

動のポイントをまとめた。

○ はじめに言語活動ありきではなく、教科の目標や本時の目標を達成するために行うこと。

○ 数学的な表現を大事にした言語活動を行うことで、数学的な思考力や表現力を高めると

ともに、互いの知的なコミュニケーションを図ること。

○ 考えを表現する過程で、そのよさや誤りに気付いたり、筋道を立てて考えを進めたり、

よりよい考えを作ったりすることができるようにすること。

○ 様々な考えを出し合い、互いに学び合っていくことができるようにすること。

○ 帰納的な考えや演繹的な考え、類推的な考えなどの数学的な思考や表現ができるように

すること。

また、５つの力を高めるための言語活動例を次の表のようにまとめた。

学習に取り入れる言語活動 中心的な言語活動

○ 外的な活動で感じたことを発表したり、伝え合ったりする。 発表、伝え合い

○ 問題に対して解き方を予想し、自分の考えを言葉や数、式、図、表、 論述

グラフなどを用いて筋道立てて書きまとめる。

○ 相手を納得させるように、言葉や数、式、図、表、グラフなどを用 説明

いながら分かりやすく自分の考えを話す。

○ 友達の考えを聞いてその正否を判断して、その理由を書いたり話し 発表、伝え合い、

たりする。 要約

○ 問題解決に向けて、ペアや集団の中で自分の考えを伝え合う。相手 伝え合い

を尊重しながら、答えや解き方を導くために、言葉や数、式、図、表、

グラフなどを用いながら、自分の考えや相手の考えを比較して思考を広

げる。

○ 学習を通して分かったことを学習の感想として書いたり話したりする。 記録、要約、発表

算数・数学科の授業で自分の考えを書いたり話したりする言語活動が大切なのは、「児童生徒

が自分の考えを見直し、よりよいものに高めるため」と「互いの知的なコミュニケーションを活

性化するため」という２つの意味があると考えた。自分の考えが曖昧であっても、それを書いた

り話したりすることで考えがまとまり、その妥当性を確かめることができる。また、自分の考え

を数学的な思考や表現で友達に正しく伝えるための工夫を行うことで、活用する力の能力面（思

考力、判断力、表現力）や意欲面（学習力）が高まったり、学び合い磨き合うこと（関係力）が

充実したりして、すべての力が全体的に高まると考えた。
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(4) 学習評価の工夫

ア 評価の基本的な考え方

活用する力を育むためには、児童生徒に活用する力が育まれているかを把握し、それに応じ

た支援を行うために、適切な学習評価が必要になる。そのためには、教師が児童生徒に「この

単元で、どのような活用する力を身に付けさせるのか」という具体的な力を明確にし、毎時間

の評価項目や方法等を設定する必要がある。

そこで、以下のように、身に付けさせたい力や評価方法を設定した。

活用する力 身に付けさせたい力 主な評価方法

思考力 ○ 「筋道を立てて、考え方を言葉や数、式、図、表、 ノート

判断力 グラフなどを用いて、考え、判断する力」 ワークシート

・ 順序立てて自分の考えを示すことができる力 説明

・ 正しいかどうかを判断する力 質問

表現力 ○ 「考え方の根拠を明確にして説明する力」 ノート

・ 思考、判断したことを、言葉や数、式、図、表、 ワークシート

グラフなどを用いて、相手に分かりやすいように、 説明

書き表したり、説明したりする力

学習力 ○ 「学習に前向きに取り組もうとする力」 自己評価カード

・ 進んで学習に取り組んだり、日常生活に生かそう 発表

としたりする心情や態度

算数・数学科における「思考力、判断力、表現力」は、自分の考えを相手に、「説得」「納

得」させることが重要である。本研究では、算数・数学的活動を充実させるポイントを踏まえ、

自分の考えを可視化し、学び合う学習活動に取り組ませるために、「書く」「説明する」活動

を重視した。また、自己評価カードを活用することで、個々の学習状況を見取り、個に応じた

適切な支援を行うことで、児童生徒の活用する力や関係力を高めることができると考えた。

イ １単位時間における評価

学習指導過程に沿って、評価の意図や留意点を、下記のように整理した。

段
評 価 の 意 図 留 意 点

階

気
① 指導と評価の一体化 ○ 児童生徒の発言や表情、学習活動の状況を把握しな

づ
がら、個に応じた支援を行う。前時の自己評価カード

く
も参考にする。

個に応じた支援の例

・ 温かい言葉かけI
�

深
（アドバイス）

め
・ 学習活動の支援

る

② 学習状況の見取り ○ 自己評価カードへ記入させ、児童生徒のがんばりを

広 具体的な言葉にしながら認め、称賛する。

げ ③ 全体の前での称賛 ○ 本時の活用する力の視点を基に、本人のがんばりが

る （他者評価を含む） 見られた児童生徒のよさについて、全体の前で称賛し

広める。
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ウ 自己評価カードの活用

具体的に検証授業では、以下のような自己評価カード（資料⑬）を活用することにより、児童

生徒の毎時間の学習の様子を見取り、個に応じた支援に生かすようにした。

【資料⑬：自己評価カード】

① 単元の見通し ② 毎時間の学習における「思考・判断・表現」「学習力」

「知識・理解」を数値で評価 ③ 毎時間の学習の感想 ④ 単元学習後の感想

エ パフォーマンス評価の導入

パフォーマンス評価とは、一定の課題の中で身に付けた力を用いて活動することを通して、そ

の力を評価する方法のことである。パフォーマンス評価を、算数・数学科の授業で取り入れるこ

とにより、次のような特長があると考えた。

○ 個々の児童生徒が、問題に対してどのように思考、判断したのか、観察だけではなか

なか見えにくい学力を可視化し、評価・支援することができる。

○ 一つとして同じ答案はなく、児童生徒の多様な解き方を実感することができる。

○ 複数の教師で、児童生徒の多様な解き方を把握し協議することで、指導の改善に役立

てることができる。

○ 児童生徒に、相手に分かりやすく説明する力を育てることができる。

本研究では、さらに、児童から回収したワークシートに教師のコメントを入れて、児童に返却

することにした。教師のコメントを見た児童は、自分のがんばりを認められたことに対し喜びを

感じ、やる気を出すことが多いと考える。そこで、児童の解き方を、ルーブリック（学習到達状

況を評価する評価基準表）を基に評価するとともに、児童の解き方や着眼点のよさを認め称賛す

るなど、励ましのコメントを記入し、児童に返却した。

① ③

④

②
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(5) 授業モデルの構築

このように研究してきた４つの視点を１つにまとめ、単元全体および１単位時間の授業モデル

を構築した。（資料⑭）（資料⑮）

この授業モデルを基に研究員全員で検証授業の教材研究や授業研究を行うことで、授業におけ

る成果や課題を共有し、児童生徒に活用するよさを実感させることのできる授業づくりにつなが

ると考える。そして、児童生徒の実態や指導する単元・内容に応じて、このような授業モデルを

基にした授業を継続して展開することにより、児童生徒に５つの力を身に付けさせることができ

ると考えた。

【資料⑭：単元全体の授業モデル】

確かな学力を育む授業モデル（単元全体）

指導の重点の割合

�
"�
�S
ﾏ�
vG
�

習得
知識・技能

活用
思考、判断、表現

'
ｨT
��
�

'
ｨT
��
�

'
ｨE
��
�

'
ｨE
g�
�

�
q)
��
�

'
ｨE
{�
�

'
ｨE
U�
�

'
ｨE
q�
�

スパイラル

本時は、しっかり教える
学習を重視する。

本時は、じっくり考えさ
せる学習を重視する。

基礎的・基本的な
知識・技能の習得

知識・技能の活用
活用する力の向上

知識・技能の習得促進
活用する力の向上

系統性のある
次の単元

系統性のある
既習単元

スパイラル
発展的な学習

思考力、判断力、表現力、学習力、関係力の向上
基礎的・基本的な知識・技能の習得
日常生活への応用

習ったこと
を使うのは
大事なん
だね。

もっとやっ
てみたい
な。

習得と活用は、関連し
合っています。

本時の目標や学習内容

に応じて、習得を重視
したり活用を重視したり

して、習得と活用のバ
ランスをとります。

教えることと考えさせる
ことを明確にして指導し
ます。

しっかり教える学習で
は、繰り返し指導をした
り、個に応じた指導をし
たりして、教えるべきこ
とを丁寧に教授し、基
礎的・基本的な知識・
技能の習得を図ります。

じっくり考えさせる学習
では、前時までに習得
した知識・技能を活用さ
せ、思考、判断、表現す
る時間を十分にとります。

個、ペア、グループ、学
級全体など、学習形態
を変えながら、言語活
動を生かして確かな
学力の育成を目指し
ます。

日常生活に関連した問
題を意図的に位置付け、
興味関心を高めます。

○ 毎時間のねらいに沿った算数・数学的活動の充実を図る。
○ １時間ごと、単元ごとのつながりを重視し、活用の場面を設ける。
○ 年間指導計画を工夫し、活用する力を育む問題を意図的に組み込む。

５つの力を育てるための留意点
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単元全体の授業モデルでは、確かな学力を育むために「指導の重点の割合」「指導の系統性」「単

元を通した指導のポイント」「５つの力を育てるための留意点」を明記した。

また、１単位時間の指導計画では、６つの段階で児童生徒が行う学習活動とその時の意識の流れ

を示した。これにより教師が１単位時間の中における活用と習得の場面を意識できるようにした。

そして、研究の各視点ごとの指導上の留意点を併記することで、研究内容を網羅し、活用を重視し

た授業モデルになると考えた。

【資料⑮：１単位時間の授業モデル】

活用する力を育む授業モデル（１単位時間）

段階 学習活動 児童生徒の意識の流れ（活用意識） 指導上の留意点（各視点ごと）

気
づ
く

５分

つ
か
む

５分

見
通
す

３分

解
決
す
る

12分

深
め
る

15分

広
げ
る

５分

中学
10分

１． 前時の復習をする。
○ 小テスト
○ フラッシュカード

２．問題を把握する。
○ 問題文を読む。
○ 問題の意味をつかむ。
○ 本時のめあてを確認する。

３．解き方を予想する。
○ 自分の言葉で発表する。

４．問題を解決する。
○ 自力解決をする。

５．学び合い学習をする。
○ ペアで話し合う。
○ 集団解決をする。

６．本時のまとめをする。

○ 自分の言葉で本時の学びを
書きまとめる。

○ 別の方法で確かめたり、類
似問題を解いたりする。

・ 前の時間に習ったことを思い
出したぞ。

・ 今日はこの問題を解くんだな。

・ 前に習ったことを使えば解け
そうだぞ。

・ うまくいきそうだ。
・ 何かおかしいな。

・ 答えが出たから、解き方をみ
んなに伝えたい。
・ 分からないから、友達に教え
てほしい。

・ 自分の解き方は合っていたぞ。
・ いろいろな解き方があるんだ。
・ ○○さんの解き方が一番分か
りやすいな。
・ これからは、この解き方を使っ
ていこう。

・ 今日の勉強で◇◇◇が分か
ったぞ
・ 今日学習したことを使えば、
似たような問題も解けるぞ。

習得

活用

習得

習得

習得

活用

活用

活用

☆「活用する力を育む問題」から

※ 習得した知識・技能を活用す
れば解けるような、少し難しい
問題にしたり、日常生活との関
わりが深い問題にしたりするこ
とで、学習意欲を高めたり、活
用の場面を増やしたりする。

※ 問題によって選択式、短答
式、記述式など出題形式を工
夫することで、いろいろな答え
方ができるようにする。

☆「算数・数学的活動」から
※ 言葉や数、式、図、表、グラ
フなどを適切に用いて自分の
考えをまとめ、相手に分かって
もらうように説明させる。

※ 自力解決の時間を十分に確
保し、自分の考えを書かせたり、
ペア学習で必ず自分の考えを
説明したりする言語活動を取
り入れる。

※ 数学的な思考、表現を重視す
る。

５つの力を育てるための留意点
思考力

判断力
表現力

関係力学習力

すべての段階で育てるも
のであるが、特に書いた
り説明したりする活動を
重視して指導する。

教師からの温かい言葉
かけ、問題の工夫、学び
合いなどが重要である。

学び合い学習で、
友達とのかかわりを
意図的に組み込む。

☆「学習評価の工夫」から

※ 毎時間の自己評価や授業観
察などをもとに子ども一人一人
の実態を把握し、次時の指導
に生かす。
※ 子どもの言動をよく見取り、
アドバイスや個に応じた支援、
称賛などを意図的に行う。
※ 必要に応じてルーブリック評
価を取り入れ、子ども一人一人
の思考力・判断力・表現力や
知識・技能について評価し、そ
れを子どもにフィードバックす
ることで、学習意欲の向上をね
らう。
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３ 授業研究

(1) 検証授業Ⅰの実際 （単元名「平方根」 中学校第３学年 ７月７日実施）

ア 授業の概要

【本単元の目標】

○ 数の平方根を用いることに関心をもち、その必要性や意味を考えたり、具体的な場面

で数量を表したり処理したりしようとする。 （数学への学習力、関係力）

○ 数の平方根の意味を理解し、平方根を含む式の計算を既習の計算と関連付けて考えた

り、数量の処理の仕方について考えたり、具体的な場面で論述し、説明することができる。

（思考力、判断力、表現力）

○ 数の平方根を含む式を変形したり、表現したり、処理しながら四則計算ができる。

（数学的な技能）

○ 数の平方根を含む式の意味や四則計算の仕方を理解することができる。

（数量や図形などについての知識・理解）

【本時の目標】

○ 根号を含む和の式の計算過程を、近似値や正方形の一辺の長さと面積に着目し、正し

い解き方を見付け、計算することができる。

【本時の授業仮説】

① １単位時間の指導において活用から習得へと展開する学習指導過程を取り入れ、既習

事項を活用して言葉や数、式、図などで自分の考えをまとめさせたり、説明させたりす

れば、平方根を含む式の意味や計算の仕方を理解し、思考力、判断力、表現力を高める

ことができるであろう。

② 具体的な場面で自分の考えで数量を表したり、処理したりすることを友達と伝え合い、

学び合う学習をしていけば、生徒は平方根を用いることに関心をもち、意欲的に学習に

取り組み、学習力や関係力を高めることができるであろう。

【本時の学習で身に付けさせたい５つの力】

○ 思考力、判断力、表現力

平方根を含む式の加法について、既習事項を活用して、思考、判断しながら正しい計

算方法を見付け、友達に説明することができる。

○ 学習力、関係力

根号を含む式の和の正しい計算方法を友達と協力して操作活動を行ったり、積極的に

意見を出し合ったりしながら見付けることができる。

【本時の主な数学的活動】

① 既習事項を活用して、問題解決にあたり、思考したことを図やワークシートに書いた

式を利用し友達に説明することで、様々な考え方に触れる。

② 課題を把握し、計算の仕方の説明ができるように、自分の考えをワークシートに記録

し、ワークシートを活用して伝え合い、理解を深める。

③ 自分の考え方をまとめ、説明しながら発表する。また、学習過程において、新しく得

た知識･技能や考え方を要約したり、記録したりする。

【検証する研究内容】

○ 単元計画の在り方と学習指導過程の在り方の実際 （研究内容：指導計画の工夫）

○ 教科書の問題の活用の実際 （研究内容：活用する力を育む問題の工夫）

○ 言葉や数、式、図などを用いた論述、説明、伝え合い、要約などの言語活動の実際

（研究内容：数学的活動の充実）

○ 授業中の評価と自己評価カードの活用の実際 （研究内容：学習評価の工夫）
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イ 授業の様子

段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点と評価 備考と類型

１ 復習をする。 ・ 前時の内容を思い出させ プリント

・フラッシュカードによる復習 るように丁寧に説明する。 フラッシュカ

気 √ 4＝２、 ・ 平方数を考えさせる。 ード

づ √ 24＝ 2√ 6 等

く

３

分

２ 問題を把握する。 正方形模型

この形は何でしょう？

つ この正方形の面積は、3 á、2 áです。

か ①一辺の長さは何㎝ですか？ ・ 生徒からの発言をとらえ、 面積付き模型

む ②この正方形を並べて大きな正方形を作り 称賛したり、注意点を加え

ます。そのときの一辺の長さは何㎝ですか？ たりする。

・ 必要に応じて正しい解答

隣同士で考えてみましょう！ を答えるようにする。

例 √２＋√２＝ √３＋√３＝ ・ ヒントが必要な生徒は、

見 √２＋√３＝ 机間指導で一緒に考える。 数学的活動①

通 どんな風に計算すれば答えがでるかな？ ・ √２や√３の近似値につ

す いて確認する。

10

分

・ 近似値についても再度触

３ 課題を把握する。 れておく。 正方形模型

根号をふくむ式の和の計算の仕方を

考えよう！

数学的活動②

解

決 ・ 一人で考える時間をとり、

す ペアとグループになったと

る き、積極的に発表できるよ ◎授業仮説①

うに机間指導をしながら支

援する。

既習事項を活用して、問題解決にあた

り、思考したことを図やワークシートに

書いた式を利用し、友達に説明すること

で、様々な考え方に触れた。

課題を把握し、計算の仕方の説明ができ

るように、自分の考えを記録し、互いの理

解が深まるように伝え合い活動を行った。

活用

本時の問題を解くヒントになる

ような復習を通して、既習事項を

確認した。
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・ 同じ考え方同士でペア・ ホワイトボード

グループを編制し直す。 模造紙

マジック

・ グループで、それぞれの考えを発

表し合う。 ◎授業仮説②

・ 全体発表の準備を行う。 ・ しっかり発表を聞かせ、

・ 代表者を決め、発表の準備に入る。 説明が正しいか判断させる。

４ 発表する。 数学的活動③

発表の準備が終わるまで、違う考えをして

深 いる人の説明を聞いて、ノートにまとめて 指示棒

め みよう！ 正方形模型

る

同じ考え方をしている人同士で再度確認し

22 てみてください。

分

５ 確認する。 ・ 和についてのまとめを教

師が行う。

・ 差について、平方根の和

と同様の考え方であること 数学的活動③

を伝える。

・ 練習問題で自分の理解度

を確認しながら、解いてい

くことを伝える。

広 ・ 練習問題を解く。 プリント

げ ・ 様々なところで、平方根 問題集

る ６ まとめをする。 が使われていることを伝え

・ 平方根のよさを感じるために、例 る。 面積分割模型

15 題を提示し、課題につなげていくよ

分 うにする。 ・ 数の表現の分類があるこ

とを知らせ、数のよさ、平

７ 自己評価をする。 方根のよさを伝えるように 自己評価カー

する。 ド

平方根は身近にあるものなんですよ。

自分の考えをまとめ、発表することで、他の

考え方に触れ、思考や判断、そして、表現の仕

方について振り返らせた。

学習過程において、新しく得た知

識・技能や考え方を要約したり、記

録したりし、理解を深めさせた。

習得
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ウ 研究内容の具体化

(ｱ) 指導計画の工夫について

ａ 単元計画案の作成

活用を重視した授業にするために、既

習事項を活用して課題解決ができるよう

な計画を立て授業を行った。（資料⑯）

また、１単位時間ごとに活用と習得の場

面を設定した。活用する場面では、既習

事項を活用することで問題解決が図れる

ようにし、習得する場面では、類似問題

を解くことで、授業内容の再確認ができ

るようにした。このことから、活用する

よさを感じることができると考えた。

ｂ １単位時間の指導における各段階の実際

気づく段階では、本時の問題を解くた

めのヒントになるように、フラッシュカ

ードを用いて、数の平方根を答えさせた。

つかむ段階では、正方形を掲示し、視

覚的に問題がとらえられるようにし、気

づく段階のヒントから正方形の一辺の長

さが求められやすくした。（資料⑰）

見通す段階では、大きな正方形の一辺

の長さを表す式や答えを予想させた。（資

料⑱）また、自分の考えを友達に伝え、

予想の確認や友達からのアドバイスを聞

くことで問題把握と解き方の見通しをも

たせた。

解決する段階では、考えをまとめる時

間をとり、その後、ペアやグループで問

題解決（資料⑲）を行い、ペアやグルー

プでお互いの考えを伝え合う活動を行

い、様々な考え方に触れさせた。

深める段階では、３名の代表生徒に自

分の考えを発表させ、（資料⑳）発表者

の考えと自分の考えたこととの相違点な

どを考えさせながら、思考や判断、そし

て、表現の仕方について振り返らせ確認

するようにした

【資料⑯：単元計画の例】

【資料⑰：つかむ段階】

【資料⑱：見通す段階】

【資料⑲：解決する段階】

【資料⑳：深める段階】
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広げる段階では、生徒の発表を振り返

りながら、まとめ（資料㉑）を行った。

そして、類似問題を解くことで再確認が

できることや身近なところで平方根は使

われていることなどを伝え、自己評価を

行った。

(ｲ) 活用する力を育む問題の工夫について

教科書の問題（資料㉒）を活用する力を育む問題（資料㉓）に変えるときの留意点を下

記に示す。

(ｳ) 数学的活動の充実について

本時では、〔既習事項の内容を活用して思考

したことを図や式を利用し、論述する〕〔論述

したことをペアやグループに説明する〕〔自分

の考え方をまとめ、発表する〕言語活動を取り

入れ数学的活動の充実を図った。（資料㉔）ま

ず、見通す段階において、個でじっくり考えさ

せることで自分の考えをもたせ、ワークシ－ト

に自分の考えをまとめさせた。その上で、解決

する・深める段階でペア活動やグループ活動を取り入れ、お互いの考えを説明する学び合

いを行った。広げる段階では、ワークシートに新しく得た知識・技能をまとめさせた。

【資料㉒：教科書の問題】

【資料㉓：作成した問題】

【資料㉑：解決する段階】

〈本時におけるねらい〉

根号を含む式の和の計算では、平方根を文字的扱

いすることで、同類項の計算の仕方を利用して解くこ

とができることがポイントとなる。問題解決のために、

そのポイントを既習事項の内容を活用して見つけ出

し、思考したことを図やワークシートに書き、書いた式

を利用し、友達に説明する等の数学的活動を設定す

る。そこで、様々な考え方に触れ、理解を深めさせる

ことができる。

〈作成した問題で指導するときの留意点〉

正方形の面積から、一辺の長さを考え、それを４つ

集めて大きな正方形をつくり、一辺の長さを求めさ

せ、その時、どのような計算が必要なのか、どんな考

え方をして答えを出すのかを考えさせながら、個から

ペアやグループへと学習形態を変え、学び合いを通

して問題解決を図る。

〈教科書で指導するときの留意点〉

根号を含む和の計算を例題で提示し、考えさせる。

そして、予想した答えが正しいかどうかを計算によっ

て判断し、根号の中の数字が同じ時は、文字式の計

算で同類項をまとめたときと同じ考え方で計算するこ

とができることを理解させる。

【資料㉔：学び合い学習の様子】

考えてみよう！

と

は等しいでしょうか。

のように

√の部分が同じときは

と同じように

のようにまとめることができます。

2 + 2

4 2 + 3 2

4

4 2 + 3 2 = 7 2
4a+3a=7a
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(ｴ）学習評価の工夫について

単元を通して、生徒の学習力や理解度を把握するために自己評価カード（資料㉕）を利

用した。前時の自己評価から、本時に支援が必要と思われる生徒に対して、個に応じた支

援（資料㉖）を行った。また、生徒のがんばりを具体的な言葉にしながら認め称賛した。

オ 授業分析と考察

○ 指導計画の工夫では、学習指導過程の６つの段階で活用と習得の場を意図的に設定するこ

とにより、授業のねらいが明確になった。そして、授業モデルを基に授業を行い、既習事項

を活用し問題解決を図る手立てを講じたことで、生徒が解決する段階で「あれ（一次方程式

の和の計算）と一緒だよ。」と言ったことからも、活用するよさを感じさせることができたと

考える。単元計画案を活用することで、活用と習得の時間を明確にし、授業に取り組むこと

ができ、担当職員で、話し合いながら計画を立て、共通実践を行うことができたと考える。

○ 活用する力を育む問題の工夫では、活用する力を育む視点から教科書の問題を作りかえた

ことにより、生徒に、平方根の和を図形から視覚的にとらえさせ、計算方法を考えさせるこ

とができたことから、活用する力を育む問題を視点に沿って作成することは、活用を重視し

た授業に効果的であると感じた。

○ 数学的活動の充実では、自分の考えを図や式を活用してペアやグループで説明したり、確

認し合ったりすることで、「友達の意見を聞いたり、自分の考えを説明したりすることで、分

からなかったことが理解できたり、気が付かなかったことを教えてもらったりと様々な考え

方に触れることができた。」「友達と活動をするとよく理解できる。」という意見があり、自分

の考えを表現しようとする気持ちが高まったり、友達とのかかわりを深めたりすることがで

き、学習力を高めることができたと考える。

○ 学習評価の工夫では、自己評価カードを毎時間使うことで、生徒は、授業の取組に対する

反省や、理解できた事柄について簡潔に書くことができ、次の時間に向けて取り組むことや

復習する内容が分かり、学習力を高めることにつながったと考える。

● 数学的な考え方や活用する力には個人差があることから、個に応じた数学的活動について

解き方や学び合う活動の視点から研究をさらに深め、各段階における数学的活動の有効性や

ねらいを明確にしていく必要があると考える。

【資料㉖：支援の様子】【資料㉕：自己評価カード】

多項式の計算を考えてみて！

（個で考えがもてるような言葉を使う。）
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(2) 検証授業Ⅱの実際（単元名「速さ」 小学校第６学年 ９月１３日実施）

ア 授業の概要

【本単元の目標】

○ 単位量あたりの考え方を用いて、速さ・道のり・時間の関係を調べようとしたり、友達

と協力して問題を解決したりしようとする。 （算数への学習力、関係力）

○ 道のりと時間の関係から、速さの意味や表し方が分かったり、速さ・道のり・時間の関

係を考えたり、それを言葉や数、式、線分図などで説明したりすることができる。

（思考力、判断力、表現力）

○ 速さの意味とその表し方が分かり、速さについての計算ができる。また、速さ・道のり・

時間の関係から道のりや時間についての計算ができる。 （数量や図形についての技能）

○ 速さの意味や表し方、比べ方を理解したり、速さ・道のり・時間の公式を適切に用いて

問題を解いたりすることができる。 （数量や図形についての知識・理解）

【本時の目標】

○ 日常生活に関連した活用する力を育む問題に対して、今までに習得した速さに関する知識・技

能を生かし、言葉や数、式、線分図などを使って自分の考えを論述したり説明したりする

ことができる。

【本時の授業仮説】

① 今までに習ったことを生かして言葉や数、式、線分図などで自分の考えをまとめたり、

説明したりすれば、児童は習得した知識・技能をさらに確かなものにしたり、活用するよ

さを実感したりして、思考力、判断力、表現力を高めることができるであろう。

② 日常生活に関連した問題を解いたり、ペアや全体で学び合う活動において自分の考えを

伝え合ったりすれば、児童は意欲的に学習に取り組み、学習力や関係力を高めることができ

るであろう。

（授業後に行うこと）

③ 児童一人一人の思考のあしあとを丁寧に評価して、それをフィードバックすれば、児童

は思考力、判断力、表現力や学習力を高めることができるであろう。

【本時の学習で身に付けさせたい５つの力】

○ 《思考力、判断力、表現力》について

今までの学習で習得した知識・技能を活用して、答えを求めるための考え方を言葉や数、

式、線分図など自分なりの方法で論述・説明したり、学級全体で伝え合ったり、学びを振

り返って自分の言葉で記録したりする。

○ 《学習力、関係力》について

問題に対して意欲的に取り組んだり、自分だけでなく友達の考えも参考にしながら協力

したりして答えを出そうとする。

【本時の主な算数的活動】

① 答えを求めるための考え方を言葉や数、式、線分図など自分なりの方法で論述する。

② 論述したことをペアや学級全体に説明する。

③ 本時の学習の学びを自分の言葉で記録する。

【検証する研究内容】

○ 単元全体の指導計画及び１単位時間の指導における各段階の実際

（研究内容：指導計画の工夫、算数的活動の充実）

○ 日常生活に関連した問題の実際 （研究内容：活用する力を育む問題の工夫）

○ 内的な活動の実際 （研究内容：算数的活動の充実）

○ パフォーマンス評価の実際 （研究内容：学習評価の工夫）
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イ 授業の様子

時間・段階 学習内容及び学習活動 予想される児童の意識と反応 指導上の留意点と評価 備考と類型

５ 気 １ 前時までの復習を ○ 簡単にできそうだ。 ・ できたことを称 復習プリ

分 づ する。 ○ どうするんだったかな。 賛しつつ、これま ント

く でに学習したこと

を活用すれば速さ ヒントコ

の問題は解けるこ ーナー

とを意識させる。

習得

５ つ ２ 問題文を読み、題 ○ この道、知ってるよ。 ・ ビデオで映像を ワークシ

分 か 意を把握する。 ○ トンネルの問題は時間 見せ、日常生活と ート

む を求めればいいんだ。 の関連を意識させる。 ＤＶＤ

〈 問題文 〉 テレビ

延岡市から日向市に向かって カード

車で走っていたら、左のようなトンネ 模型

ルをみつけました。あなたは、 問題文

「どれくらいの時間でトンネルをぬけ

るのかな？」と思いました。

すると、運転していた家の人が、

「このトンネルをぬけるには１分間以

上かかるぞ。」と教えてくれました。

家の人が言うとおり、このトンネル

の中を走る時間は本当に１分間以

上あるのでしょうか。

今までに習ったことを生かして説

明してみましょう。なお車は時速６０

ｋｍで走り続けるものとします。

めあて 速さの問題を解くために、今まで習ったことを生かして、自分の考えを書いた

り説明したりしよう。

３ 見 ３ 問題の解き方を考 ○ 線分図を使って考えて 活用

分 通 える。 みよう。

す ○ 時速を分速になおした

問題を解くために り、単位を換えたりしな

今まで習ったこと いといけないかも。

の何が使えそうで ○ 時間や道のりを求める

すか。 公式を使えばできそうだ。

速さの公式や速さの意味など

について小テストを行うこと

で、知識・技能の習得を図る。

前時までに習得し

た知識・技能を活用

でき、主体的に学ぶ

意欲をもたせるため

に、身近なものを生

かした問題を作成し

た。この問題で算数

を学ぶ意義や有用性

を感じさせる。

問題文だけでな

く、映像や模型を使

って視覚的にも分か

りやすく提示し題意

を確実に把握させる。

問題を解くために習得している知識・技能や数学的な考え方を想起させ、見通しを

もたせて解き方を予想させる。気づく段階で行った小テストの内容が、本時の問題の

解き方のヒントになっている。

決して教師が「○○○を使いましょう。」と言わず、既習事項を基に児童が自ら「○

○○が使えるかも！」と言えるように問いかけたり、発言を待ったりする。



- 26 -

12 解 ４ 自力解決をする。 ○ 時速６０ｋｍ＝分速１ ・ 早く終わった児 算数的活

分 決 ・ トンネルの問題 ０００ｍだから、１分間 童に対しては、答 動①

す を解く。 で１０００ｍ進む。 えを見直したり、

る トンネルの長さは１２２ 他の求め方でもで ◎授業仮

言葉や数、式、線 ０ｍだからトンネルを走 きないかを考えた 説①、③

分図などを使って り抜けるのに１分間以上 りさせる。また、

自分の考えを書き かかる。 トンネルを抜ける 習得

まとめよう。 のにかかる時間も

求めさせたい。 活用

・ どんな考え方を

しているかチェッ

クする。間違った

考え方があっても

教えこまない。

15 深 ５ 学び合いをする。 ○ 僕は、□□□のように ・ 自分で書いたボ 算数的活

分 め ○ ペアでお互いの 考えました。だから答え ードを基に問題の 動②

る 考えを説明する。 は□□です。 答えや考え方をペ

○ Ａさんは◇◇◇のよう アで説明し合う。 ◎授業仮

言葉や数、式、線 に考えました。だから答 ・ 友達の考えで分 説②

分図などを使って えが◇◇◇になりました。 かったことを説明

自分の考えが相手 ○ 自分は公式を使って説 させ、多くの児童 習得

に伝わるように説 明したけど、Ｂさんのよ が表現できる機会

明しましょう。 うに線分図でも説明でき を意図的に設ける。 活用

るんだね。

・ 自分の考えを説 ○ Ｃさんの考え方がスッ

明する。 キリしていて分かりやす

・ 相手の考えを聞く。 いね。

・ 聞いたことを相

手に伝える。

○ 学級全体で伝え

合って、いろいろ

な考え方にふれ、

よりよい考え方を

見つける。

・ 自分の考えを学

級全体に説明した

り、友達と考えの

よさや違いに気付く。

５ 広 ６ 今日の学習の学び ○ 速さの問題はとっても ・ 実際の映像を見 ＤＶＤ

分 げ を感想として記録す 身近なんだね。習ったこ せ、本時の学習の テレビ

る る。 とを使えば難しそうな問 まとめとする。

・ ビデオを見る。 題も解けることが分かっ ・ 単元最後の時間 算数的活

た。自分の考えを書いた であるので、今ま 動③

り説明したりすることが でのがんばりを認

大切なんだね。これから めるとともに、本 習得

も算数の学習をがんばり 時のように活用す

たい。 ることの大切さを 活用

伝える。

習得した知識・技能を活用し

て、数学的な思考・表現を基に

自分がやりやすい方法で書きま

とめさせる。

個→ペア→学級全体と学習形態を変えながら、数学的に思

考したり表現したりする時間と機会を確保する。
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ウ 研究内容の具体化

(ｱ) 指導計画の工夫について

ａ 単元全体の指導計画

通常、単元の最後に行う復習問題を繰り

上げて毎時間の気づく段階や広げる段階で

行わせた。これにより、単元の最後に特設

の時間を捻出し、活用する力を育む問題に

じっくり取り組むことができるような単元

計画を立てた。（資料㉗）

また、習得と活用の場を事前に考え、そ

の時間に何を学習するのか、単元の全９時

間がどのようなつながりになるのかなどを

十分把握して教材研究を行った。例えば、

単元の導入段階で１００ｍ走の世界記録と 【資料㉗：単元計画の例】

自分の走る速さを比べる問題を位置付け、

速さについて学習したくなるような仕掛け

をしたり、（資料㉘）第６時では、身近な

ところに使われている速さを写真で紹介し

たりした。

そうすることで単元全体を通して、速さ

を学ぶ意義や有用性を感じさせ、主体的に

学習に取り組めるように指導計画の工夫を 【資料㉘：チャレンジ問題の例】

行った。

ｂ １単位時間の指導における各段階の実際

気づく段階では、本時の問題の解決につ

ながる内容の復習問題をさせた。速さの考

え方や公式を確認し、できた喜びを味わわ

せたり、既習事項を思い出させたりして、

本時の学習に対して意欲を高め、自分の考

えを書かせるようにした。

つかむ段階では、実際のトンネル映像を 【資料㉙：つかむ段階】

見せたり、具体物でイメージ化させたり、

文章や資料を読み取らせたりした。（資料㉙）

見通す段階では、今まで学習したことの

何を使えば問題が解けそうかを予想させた。

解決する段階では、児童一人一人がそれ

ぞれに数学的な思考や表現を活用して答え

を求めるようにさせた。最後まで答えが出

なくても途中まででもよいから、必ず自分

の考えをプリントに書かせた。その後、友

達への説明のためにＡ３サイズのホワイト

ボードに各自の考えを書かせた。（資料㉚） 【資料㉚：解決する段階】
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深める段階では、自分の考えが書かれたボー

ドを使いながら、ペアで互いの考えを説明し聞

き合ったり（資料㉛）、学級全体で学び合った

りするなどの言語活動に取り組ませた。ペアで

の説明は１人４５秒で区切って行うことで、全

員が表現する機会を保障した。

広げる段階では、自分たちの考えが本当に合

っていたのかを実際のトンネル映像で確認した

り、本時の学習で考えたことや学んだことを学

習の感想として書きまとめさせた。 【資料㉛：深める段階】

(ｲ) 活用する力を育む問題の工夫について

活用する力を育む授業やその学習評価を意図

的・計画的に実施するために、身近な事象を取

り上げた問題を複数作成し、単元を通して活用

した。

本時では、学校近くにある高速道路を取り上

げ、児童が思考、判断したことを様々な方法で

表現できるような問題を作成し、活用した。問

題を作成するとともに、授業例（資料㉜）を考

えたり、予想される解き方を整理したり、授業 【資料㉜：授業例の一部】

後に児童の解答の分析を行ったりして授業改善

に役立てた。

(ｳ) 算数的活動の充実について

本時では、〔答えを求めるための考え方を言

葉や数、式、線分図など自分なりの方法で論述

する〕〔論述したことをペアや学級全体に説明

する〕〔本時の学習の学びを自分の言葉で記録 【資料㉝：論述の一例】

する〕の３つの算数的活動を取り入れるなど言

語活動の充実を目指した。

論述の場面（資料㉝）では、数学的な思考や

表現で問題の解き方を書きまとめさせた。

説明の場面（資料㉞）では、ペア学習の中で

１人４５秒で自分の考えを話させたり、相手の 【資料㉞：自分の考えを説明する活動】

考えを解釈して伝えさせたりした。

記録の場面では、授業の最後に学習の感想を書かせることで、活用するよさを実感させるよう

にした。以下は児童が書いた感想の例である。

○ 単位をそろえて計算するとよいことが分かった。速さの単位は絶対そろえる！

○ いろいろなところに行くときに何時間で着くかなどを自分で計算できるから、この勉強

をしてよかったと思う。日常に役立つことが分かった。もっと「速さ」のことを勉強したい。

○ 今までに習ったことをしっかり生かしながら、問題を解くことができた。

○ いろいろな解き方があって難しかったけど、みんなでの答え合わせなどで分かってでき

るようになったからよかった。
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(ｴ) 学習評価の工夫について

パフォーマンス評価では、授業後に児童のワ

ークシートを回収し、それに書いてある考え方

を分析することで児童一人一人の思考力・判断

力・表現力や知識・技能の習得状況を把握した。

（資料㉟）その際、客観的に評価するためにル

ーブリックを作成し活用した（資料㊱）。作成及

び活用に当たっては、授業者一人で行うのでは

なく研究員四人で協働して行うことで、評価の 【資料㉟：ワークシートの一例】

視点や基準が偏らない評価になるように工夫した。

この評価方法を用いると、様々な表現方法で

書かれた思考・判断の過程を読み取ることで、

現時点での児童の能力を把握することができた

り、この問題で活用させたい知識・技能や数学的

な考え方などを教師自身が事前に十分認識し、

児童の解答を評価の観点に沿って詳しく見るこ

とができたりすると考えた。 【資料㊱：ルーブリックの一部】

エ 授業分析と考察

○ 指導計画の工夫では、活用と習得のバランスを考えたり、１単位時間ごとの学習内容を工夫

したりして指導計画を立てたことで、学習したことと日常生活を関連させることができた。そ

れにより、児童は学習力を高め、学ぶことの意義や有用性を感じることができたと考える。

○ 活用する力を育む問題の工夫では、既習事項を活用して解くことができる身近な問題を取り

入れたことで、主体的に思考、判断したことを表現する学習が充実したと考える。

授業後に、本時で提示した活用する力を育む問題についてアンケート（対象３５人）をした

ところ、学習意欲が高まった児童は２７人いた。また、問題が難しいと感じた児童が２６人い

た一方で、「問題は難しいけど楽しい」と回答した児童が１９人いた。これは、この問題が児

童の知的好奇心を刺激し、思考・判断・表現する機会が与えられ、活用する力を高めることに

つながったと考える。

○ 算数的活動の充実では、各自で問題の解き方を表現したり、友達と学び合ったりする時間を

保障したことで、活用する力や関係力を高めるための指導ができたと考える。また、授業後の

学習の感想に「いろいろなところに行くときに何時間でつくかなどを自分で計算できるから、

この勉強をしてよかった」「今までに習ったことをしっかり生かしながら、問題を解くことが

できた」等、活用するよさを実感した児童が多く見られた。

また、児童の意識の変容を調査したところ、次のような結果が得られた。

質 問 項 目 前後 とてもそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない

あなたは、算数の授業で問題をいろいろな方法 事前

（言葉や数、式、図、表、グラフなど）を用い ３８名

て考え、分かりやすく書いたり、説明したりす 事後

ることができていると思いますか？ ３５名

数値に極端な変容は見られないが、思考・判断したことを表現することができていないと思っ

ている児童が若干減ったことで、手立てが効果的であったととらえる。１単元の実践だけではす

ぐに効果は出にくいので継続指導が必要である。

さらに、資料㊲にあるように Web 学習単元評価システムの 単元「速さ」 （％）

結果を見ると、県平均よりは低いものの、自校の結果だけを見 知識・理解 ９２．０

てその推移を分析すると、Ｂ問題やわけを書く問題の正答率が 技能 ７３．７

１学期よりやや高くなった。他の単元と直接的な比較は難しい 数学的な考え方 ５３．７

かもしれないが、数学的な考え方の正答率が若干上がっている Ａ問題 ７６．３

一方で、技能の正答率が下がっているということは、今回の授 Ｂ問題 ５３．７

業で思考力、判断力、表現力を育むことに重きを置きすぎ、知 わけを書く問題 ５０．０

識・技能の習得に対しての指導が不足したものと考える。 【資料㊲：Web テスト結果】

３

５

15 ３

２

17

18 10
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○ 学習評価の工夫では、様々な表現方法で書かれた思考、判断の過程を読み取ることで、現時

点での児童の能力を把握できた。それをその後の指導に生かすことで、自分の考えを書いたり

説明したりする活動が次第に充実してきたと考える。

ワークシート返却後にアンケートをしたところ、正答例や教師のコメントを見て頑張ろうと

いう気持ちになった児童が３４人いた。この結果からパフォーマンス評価は、多くの児童の学

習力を高めることができたと思われる。また、学習力が高まった状態で再度やり直しをさせた

ことで、どのような数学的な思考や表現をすればよいかが分かり、活用する力について指導す

ることができた。

また、パフォーマンス評価により、次のようなことが明らかになった。

『よさ』

○ 複数の教師で行うことで、評価の視点が多様になり、児童のよさに気づくことができる。

○ ルーブリックを作成することで、教師一人一人が授業のポイントを理解して指導にあたる

ことができる。

○ 授業後に時間をとって児童一人一人のプリントを分析・評価することで、どこまで理解し

ていて、どこでつまずいているのか等を把握し、次時の指導に生かすことができる。

『配慮すべき点』

● 他教師と協働して計画的に問題やルーブリックを作成したり、特設の時間を設定したりし

なければならないので、パフォーマンス評価の実施については再考する必要がある。

Ⅷ 研究の成果と今後の課題

○ 単元全体及び１単位時間における授業モデルを構築し、それを基に教材研究や授業を行うこ

とで、習得と活用のバランスのとれた指導が展開され、児童生徒の活用する力や関係力を高め

ることができた。

○ 日常生活に関連した問題を設定することにより、児童生徒の学習力を高め、進んで思考、判

断し、表現しようとする意欲を高めることができた。

○ 自分の考えを言葉や数、式、図などを用いて数学的に思考、表現する算数・数学的活動を充

実させたことで、児童生徒の活用する力や関係力を高めることができた。

○ 自己評価やパフォーマンス評価を基に指導と評価の一体化を図ることで、児童生徒の学習力

が高まり、活用する力を育むことができた。

● 活用する力を育む問題の工夫では、特に教科書の問題を用いた授業において、問題を工夫し、

活用する力を育むための指導方法をさらに究明していく必要がある。

● 学習することの意義や有用性をどの単元でも感じさせるために、指導内容と日常生活の関連

を図り、活用する力をさらに育むことを目指した授業づくりの工夫・改善が必要である。
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